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３ 要旨 

  「あきづき」及び「幸水」の新一文字型樹形は早期成園化が可能な樹形であり、定植後６～７年目には成園並の収量を

得ることができる。また、新一文字型樹形は慣行樹形より省力性が高い。 

  (1)「あきづき」新一文字型樹形の 10a 当たり収量は定植後７年目で成園並の 3.5t に達した。定植後 11 年目には 5.8t

となり、これは慣行樹形の約 1.5 倍であった（図１）。 

  (2)「幸水」新一文字型樹形の 10a当たり収量は定植後６年目で成園並の 3.4tに達した。定植後８年目には 4.6tとなり、

これは慣行樹形の約 2.1 倍であった（図２）。 

  (3)作業時間は慣行樹形よりも 17.2％少なかった（図３）。新一文字型樹形は作業動線が直線であることやおよび主枝

が棚下約 15cm に配置されていることにより側枝等の結束が容易であることがその主な要因である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

            図１ 「あきづき」の 10a 当たり収量の推移              図２ 「幸水」の 10a 当たり収量の推移 

 

 

 

 

 

 

図３ 「あきづき」10a 当たり作業時間（平成 28 年） 

 

４ 成果を得た課題名 

  (1) 研究期間 平成 26 年度～29 年度 

(2) 研究課題名 果樹のジョイント栽培等新技術の導入による革新的栽培技術体系の確立 

  (3) 参考となる成果の区分 （指導参考）  

５ 主な参考文献・資料 

  (1) 平成 26 年度普及成果   早期成園化と省力化を可能とする日本ナシの新一文字型樹形 

（注）10a当＝１樹当たり作業時間／樹冠面積×1000
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